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佐
井
村
村
民
憲
章

｛

、
学

ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
心
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

「
村
の
万
博
８７
日
本
の
百
一
村
展
」

で
籬
優
秀
賞
に
輝
い
た
甘
塩
う
に
。

売
れ
行
き
も
順
調
で
、
漁
協
の

水
産
物
処
理
加
工
場
は
フ
ル
操
業
。

五
十
人
の
パ
ー
ト
の
奥
さ
ん
た

ち
も
、
連
日
の
疲
れ
も
気
に
せ
ず
、

働
く
喜
び
に
満
面
顔
。

ガ
ン
バ
レ
ノ
か
あ
さ
ん
。

▲

主

な

内

容

▼

２
～
Ξ

街
の
話
題

４

教
育
だ
よ
り

５

年
金
だ
よ
り

税
務
だ
よ
り

已
～
フ

保
健
婦
だ
よ
り

８
～

匐

交
母
だ
よ
り

竹

出
稼
現
地
の
み
な
さ
ん

１２
～

諂

青
函
ト
ン

ネ
ル

体
験
ウ
ォ
ー
フ

伺

あ
し
ら
せ

化

歳
時
記

祁

戸
籍
の
窓
口



八
月
十
一
日
、
古
佐
井
川
河
口

で
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
三
、四
〇
〇
尾
の

放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
七

月
十
日
に
青
森
県

水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
か
ら
二
八
、〇

〇
〇
尾
（
体
長
⊇

丁

七
ミ
リ
＝

一
八
、
八
〇
〇
尾
、
二
八
・
七
ミ
リ

＝
八
、
二
〇
〇
尾
、
四
四
・
九
ミ
リ

＝
一
、
四
〇
〇
尾
）
を
譲
り
受
け
た

も
の
の
一
部
で
、
一
ヶ
月
の
間
、

陸
上
水
槽
で
漁
業
研
究
会
の
佐
井

支
部
、
矢
越
支
部
、
磯
谷
支
部
が

水
産
業
改
良
普
及
所
の
指
導
の
も

と
、
交
替
で
飼
育
を
続
け
て
き
た

も
の
で
す
。

今
回
の
放
流
分
は
、
飼
育
時
に

体
長
三

丁

七
ミ
リ
だ
っ
た
も
の

が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

順
調
な
生
育
を
続
け
、
放
流
時
に

は
体
長
九
一
丁

○
ミ
リ
と
約
四
倍

に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
背
中
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
標
識
が
っ
け
ら

れ
、
広
い
海
へ
元
気
に
泳
ぎ
出
す

小
さ
な
ヒ
ラ
メ
に
、
三
年
後
に
ま

た
会
え
る
こ
と
を
願
う
研
究
会
員

の
熱
い
視
線
が
印
象
的
で
し
た
。

ヒ
ラ
メ
は
、
高
級
魚
で
も
あ
り

ど
こ
の
沿
岸
に
も
生
息
し
て
い
る

事
か
ら
、
七
月
に
は
青
森
県
の
魚

に
指
定
さ
れ
、
今
後
の
水
揚
げ
の

増
加
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。楽しかった森林教室佐

井
営
林
署
で
は
こ
の
ほ
ど
、

「
長
後
緑
の
少
年
団
」
二
十
一
名
と

長
後
小
・
中
学
校
の
先
生
十
一
名

を
、
古
佐
井
山
国
有
林
焼
山
流
域

に
招
き
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。ま

ず
、
映
画
「
国
有
林
」
を
観

て
予
備
知
識
を
得
た
後
、
林
道
の

働
き
、
治
山
ダ
ム
の
働
き
、
森
林

の
働
き
、
緑
の
効
用
、
木
材
の
で

き
る
ま
で
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

山
に
入
り
、
体
験
林
業
と
し
て

下
刈
り
、
木
の
測
り
方
を
行
い
、

樹
高
当
て
ク
イ
ズ
で
は
三
名
が
ピ

ク
リ
賞
、
六
名
が
ニ
ア
ピ
ン
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
イ
フ
ナ
、
ニ
ジ
マ
ス
の

っ
か
み
捕
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
素
足
に
な
り
腕
ま
く
り
を

し
て
生
け
ず
に
飛
び
込
み
、
大
は

し
や
ぎ
で
し
た
。
イ
ワ
ナ
、
ニ
ジ

マ
ス
は
す
ぐ
に
塩
焼
き
に
な
り
、

用

意

し

た

キ
ノ

Ｊ
汁

と

と

も
に

屋

外

で

の

昼

食
を

楽

し

み

ま
し

た

。

昼

食

後

は
、

村

の

水
源

地

と

浄

水

場

、

製

材
所

で
は

丸
太

か
ら

柱

や

板

の

で

き

る
ま

で

を

見

学
し

、

学
校

に

会

場
を

移

し

、

ヒ

バ
製

の

タ
イ

ム
カ

プ
セ

ル

「
二

十

一

世
紀

へ

の
メ

ッ

セ

ー
ジ

」

を

校

庭
に

埋

設
し

ま

し

た

。

タ
イ

ム

カ

プ
セ

ル

に
は

、

作

文

、

絵
画

、

書
道

、
記

念
写

真

を

入

れ

、
十

三

年

後

の
紀

元
二

千

年

に

開
封

す

る

こ

と

を
約

束

し

ま

し

た

。

最

後

に

、

営
林

署

長

か

ら

「
今

日

学
ん

だ

こ

と

を
忘

れ

ず

に

、
二

十

一
世

紀

に

向

け
、

自

然

を

大

切

に
し

、

再

生

産

が
で

き

る

森

林
資

源

を
守

り

育

て

て
行

吉
ま
し
ょ
う
。
」

と

呼
び

掛

け

、

森
林

教

室

を

終
了

し
ま

し

た

。

▼イワナの手づかみに大喜び

願掛公園にテント村

一亦；甬安令母の会一

７月２５、２６日の２日間、交通安全
母の会では、夏の交通安全運動の一
環として、今年もテント村を開設し
ました。
母の会の会員をけじめ、大間警察

署員、役場職員ら１３人に加え、大間
高校の男女生徒８人が「１日警察官」
を務めて、マイカーなどで訪れた観
光客に手作りのマスコットをプレゼ
ント。「運転には十分気をつけて、よ
い観光の旅を」とＰＲしながら、冷
たい麦茶をサービスして安全運転を
呼びかけました。

佐井小学校新築落成記念に

図書費３００万円贈る

大阪府茨木市東

福＃２丁目２４番地

ｎ 号、真龍寺住職

対馬祥全さん（写

真）から、このた

び佐井小学校新築

落成記念として、同校に対し図書購

入費として３００万円のご寄付があり

ました。

対馬祥全さんは、太田正三さんの

祖父太田長太郎氏（初代佐井村長）

の六男広氏の長男に当ります。

村では、さっそく対馬祥全文庫と

して佐井小学校児童に広く活用して

いただきます。



村
職

員

を

募
集

し
ま

す

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
付
け

で
採
用
す
る
村
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

Ｏ
募
集
人
員

一
般
事
務
職
員

二
人

保
育
所
保
母
業
務
職
員

一
人

Ｏ
年
齢
・
学
歴

一
般
事
務
職
員

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
後

に
生
ま
れ
た
方
で
匸
咼
等
学

校
以
上
の
卒
業
（
見
込
み
）

の
方
。

保
母
業
務
職
員

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
後

に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
母
の

免
許
を
有
す
る
方
。

○
提
出
書
類

①
履
歴
書

②
最
終
学
校
の
卒
業
［
見
込
み
］

証
明
書
、
成
績
証
明
書

③
健
康
診
断
書
（
診
療
所
で
は

な
く
病
院
の
発
行
す
る
も
の
）

○
試
験
日

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
八
日

午
前
十
時
か
ら

青
森
市
内
の
試
験
会
場

Ｏ
試
験
科
目

教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査
、

内
田
ク
レ
ペ
リ
ン
精
神
検
査
。

な
お
、
後
日
村
で
面
接
試
験
も

行
い
ま
す
。

〇
給
料
等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
よ
り
決
定
す
る
。

Ｏ
書
類
の
提
出
期
限

昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
日
ま

で
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｏ
お
問
い
合
せ

役
場
総
務
課

（
三
八
－

二

二

匸

豆

辞

典

台

風

は

ど

う

し

て

で
き

る

か

色

々
な

説

は

あ

り

ま
す

が

、
南

半

球

の
高

気

圧

が

発
達

し

、

赤
道

の
南

か
ら

吹

き

こ

ん

で
く

る

南
西

風

と

、
北

太

平

洋

高

気
圧

か

ら
吹

き

出
し

て
北

東

貿
易

風
と

の

間

に

前

線

帯

示

連

続

線

が

帯
状
に
な
っ

た

も

の
）

を

つ

く

る

事
が

根

本
原

因

で

、

そ
れ

に

南

洋

の
小

さ

な
た

く

さ

ん

の
島

々

が

、

海
に

囲

ま

れ

て
空

気

が
水

蒸

気

を

多
重

に

含

む

こ
と

、
太

陽

の
直

射

が

強

い
こ

と

、

無
風

帯

に

あ
た

る
こ

と
な

ど
、

台

風
の
卵
に
な
る
「
小
か
流
」
を
た

く
さ
ん
発
生
す
る
に
都
合
の
よ
い

条
件
と
な
っ
て
、
そ
れ
ら
小
か
流

が
だ
ん
だ
ん
よ
り
集
っ
て
結
合
し
、

大
か
流
で
あ
る
台
風
を
つ
く
り
あ

げ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
産
課

第
七
十
六
回

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催

検
定
試
験
合
格
者

三
級

樋

口

奈
央
子

四
級

山

本

麻
絹
子

五
級

佐

賀

美
友
希

六
級

菊

池

梢

八
級

宮

川

勝

徳

九
級

若

山

一

幸

第

二

〇

〇

回

全

国

珠

算

教

育

連

盟

主

催

検

定

試

験

合

格

者

準

徂

……・ｙ
作｛

。

柳

甲

陽

子

二

級

宮

川

尚

美

三

級

大

畑

恭

子

五

級

田

名

部

詠

子

”

山

口

健

二

六

級

奥

本

良

子

″

渋

田

日
日

嗣

九

級

宮

川

日
四

代

″

田

名

部

亜

紀

″

能

登

淳

子

”

川

村

恵

美

子

″

館

脇

文

子

″

佐

々

木

絵

里

子

（
渋

田

そ

ろ

ば

ん

教

室

）

簡

易

保
険
の

積

立
金

は

村

づ
く

り

に
役

立

っ
て

い
ま
す

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵

便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
は
、
学

校
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整

備
資
金
と
し
て
、
村
に
還
元
融
資

さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
お
お

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
に
簡
易
保
険

積
立
金
か
ら
融
資
を
受
け
て
整
備

し
た
事
業
及
び
融
資
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
佐
井
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業

五
千
九
百
三
十
万
円

○
古
佐
井
奥
薬
研
線
凍
雪
害
防
止

事
業

一
千
六
十
万
円

○
川
磯
線
改
良
事
業

六
百
十
万
円

○
福
浦
川
目
線
改
良
舗
装
事
業

一
千
万
円

○
防
火
水
槽
整
備
事
業
（
（
福
浦
地

区
）

百
六
十
万
円

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

購
入
事
業
（
第
一
分
団
）

二
百
四
十
万
円

○
川
目
林
産
加
エ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

八
百
五
十
万
円

○
願
掛
園
地
（
遊
歩
道
）
整
備
事
業

百
万
円

▼／ｈ型勸ナ１汞りづ徊・穡蓄亶 ▼福速Ⅲ日鑰 ▼Ⅲ日竝恣加エセン々－



教
育
だ
よ
う

函
館
・
下
北
子
ど
も
交
流
会

函
館
、
下
北
両
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
交
流
を
通
し
て
親
睦
と
友

情
を
深
め
、
相
互
の
生
活
文
化
の

理
解
と
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
子
供
会
の
振
興
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
北
海
道

椴
法
華
村
が
主
管
に
な
り
、
国
民

宿
舎
「
恵
山
荘
」で
道
内
地
元
（
函

館
市
、
戸
井
町
、
恵
山
町
、
南
茅

部
町
、
椴
法
華
村
）
下
北
地
元
佐

井
村
、
風
間
浦
村
、
大
間
町
）
の

一
市
四
町
三
村
、
約
二
百
名
の
参

加
で
、
七
月
二
十
九
、
三
十
日
に

わ
た
っ
て
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
の
開
会
式
の
な
か
で
、

田
中
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
か
お
り
、

そ
の
な
か
で
下
北
と
道
南
と
の
海

運
を
通
し
た
、
文
化
、
経
済
の
深

い
結
び
っ
き
に
っ
い
て
の
お
話
し

が
あ
り
参
加
者
に
深
い
感
銘
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
後
は
記
念
撮
影

と
、
恵
山
燈
台
、
露
天
風
呂
を
見

学
し
、
夕
方
か
ら
各
市
町
村
の
紹

介
と
ス
ク
ン
ツ
が
あ
り
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
夜
は
キ
ャ
ン
ド
ル
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
、
厳
粛
な
な
か
に

も
友
情
の
輪
が
広
が
り
沢
山
の
思

い
出
を
残
し
て
帰
村
し
ま
し
た
。

Ａ函館・下北子ども交流会

第１３回子ども会球技大会

八
月
九
日
（
日
）
佐
井
中
学
校

体
育
館
で
佐
井
村
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
の
子
ど
も
会
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
グ
ラ
ン
ド
＝
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
が
悪
い
た
め
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
が
中
止
に
な
っ
た
も
の
の
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
熱
戦
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ミニ バスケットボール の 部（女 子）

ぽ

ま

な

す

青

空

・
は

や

ぶ

さ

磯

谷

日

の

出

仲

よ

し

あ

す

な

ろ

ミニバレーボールの部（男子）

嶮

ま

び

こ

白

の

出

磯

谷

Ｂ

・
仲

よ

し

卉

空

磯

谷

Ａ

は

や

ぶ

さ

・
あ

す

な

ろ

ミニバレーボールの部（女子）

あ

す

な

ろ

日

の

出

原

田

・
青

空

火
事
場
か
ら
の
脱
出

火事の恐ろしさは、経験した人にし かわか

りません。炎｛こ直接包まれなくてもヽ有毒ガ

スを含んだ煙にまかれると、体が動かなくな

ってしまいます。火事に遭っても落ちついて行

動できるように、避難の仕方を覚えましよう。

堙りは上から下へと満ちてくる。また煙の

中には有毒物質が含まれている。次の点じ気

をつけて脱出すること。

ド 下の方は、視界もよく、比較的新鮮な空気

が残っているので、姿勢を低くして、避難

口をよく確認して避難を。

・１煙の微粒子などを吸わないようタオル

やハンカチ等で口や鼻をおおい、

あまり深い呼吸をしない（でき

ればタオルやハンカチはぬれて

いるとよい）

・・熱気が強い ときは、毛布

やシーツを水にぬらして、

頭からすっぽ りかぶ 石て

脱出する。 また、 足を保

護 するため に靴 をは く。

ない場合は靴下 を。

●シーツ などをつないで、 囗

－プの 代わりに使うときは、

結びめ の端にもうひ とつ の

コブ を作 っておくと安心 だ。

ただし、あ まり高い所 から

だと転落 して死亡した りケ

ガをす ることがあるの で十

分注 意を。

煙が充満すると、極端に視界が

蕪くなる。淤騅口を確かめないで

逃げまどうのは 一

物につまずきヶ ，

ガをすることが

あり危険だ。 （

第１５回

佐井村少年スポーツ大会

と き 昭和６２年９月１３日（日）

午前９時から

ところ 佐井中学校グランド



国

民
年

金

の

保

険
料

は

忘
れ
な
い
で
納
め
ま
し
よ
う

今
や
人
生
は
八
十
年
時
代
を
迎

え
、
年
金
制
度
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。私

た
ち
は
、
自
分
の
将
来
に
対

す
る
配
慮
を
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

老
後
の
生
計
の
支
え
と
な
る
国
民

年
金
は
、
若
い
時
か
ら
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
て
い
っ
て
、
は
じ

め
て
実
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厚
生
年
金
保

険
料
や
、
各
種
共
済
掛
金
は
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
が
、
農
業

や
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
自
主
納
付
に
な
る
た
め
、

と
も
す
れ
ば
後
回
し
に
な
っ
て
納

め
忘
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
未
納
の
ま
ま
で
い
ま

す
と
、
万
一
事
故
や
病
気
等
に
よ

り
母
子
家
庭
や
障
害
者
に
な
っ
て

も
、
遺
族
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
未
納
が
長
期
間
に
な
る

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
き

わ
め
て
低
額
に
な
っ
た
り
、
最
悪

の
場
合
に
は
ま
っ
た
く
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら
、
長
い
老
後
生

活
の
こ
と
を
考
え
て
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
生
活
費
の
一
部
と
位

置
づ
け
、
確
実
に
納
付
し
ま
し
よ

老

齢
基

礎

年
金

の

繰

上

げ

請
求

は

よ

く

考

え
て

か

ら

国
民
年
金
で
は
、
旧
老
齢
年
金

も
老
齢
基
礎
年
金
九

そ
の
支
給

開
始
は
六
十
五
歳
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
六
十
歳
以
降
に
繰
上
げ
て

請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、

ま
た
、
繰
下
げ
請
求
の
み
ち
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰

上
げ
て
請
求
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
不
利
に
な
る
点
が
あ
り
ま
す
。

①

請
求
し
た
年
齢
に
よ
っ
て
。

一
定
の
率
で
年
金
額
が
減
額
さ

れ
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②

繰
上
げ
請
求
し
た
後
で
障
害

者
に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

③

ご
主
人
が
亡
く
な
っ
て
九

寡
婦
年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

④

六
十
歳
～
六
十
五
歳
ま
で
の

間
受
給
で
き
る
、特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金

を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
を
繰
上

げ
て
請
求
す
る
と
、
不
利
に
な
る

点
も
あ
る
の
で
慎
重
に
考
慮
し
、

役
場
等
に
相
談
の
う
え
、
で
き
る

限
り
六
十
五
歳
か
ら
の
満
額
年
金

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

税

務

だ

よ

り

お年寄りや
障害者と税

国
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
健
康

で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

な
か
で
も
、
お
年
寄
り
や
心
身

に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、
社
会
的

経
済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に

対
し
て
は
、
そ
の
生
活
を
安
定
さ

せ
る
た
め
、
老
人
医
療
費
給
付
や

各
種
の
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
一
方
、

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

退職金や年金と税
ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い

て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
っ

か
は
「
退
職
」
の
日
が
や
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
と
き
手
に
す
る
の
が

退
職
金
で
す
が
、
こ
の
退
職
金
に

は
、
所
得
税
や
住
民
税
が
か
か
り

ま
す
。

退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労
に

対
す
る
報
酬
で
す
か
ら
、
ほ
か
の

所
得
と
は
分
離
し
て
課
税
さ
れ
、

軽
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
や
恩
給
が
支
払
わ

れ
る
際
は
、
通
常
の
給
与
と
同
様

に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ

ま
す
。

年
金
や
恩
給
の
支
払
者
に
「
扶

養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て

い
る
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
額
が
年
末
調
整
に
よ
り
精
算

さ
れ
ま
す
が
、
提
出
し
て
い
な
い

場
合
今
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
て

も
他
に
所
得
の
あ
る
場
合
は
、
確

定
申
告
を
行
っ
て
税
額
の
精
算
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

支給年齢による支給率

繰 上 げ

受給開始年齢 支給率

６０ ５８％

６１ ６５

６２ ７２

６３ ８０

６４ ８９

満 額

６５ １００％

繰 下 げ

受給開始年齢 支給率

６６ １１２％

６７ １２６

６８ １４３

６９ 拓４

７０ １８８



保 健 婦 だ よ り

がん征圧月間（９／１～９／３０）

によせて

知っておこう

がん予防亀）１２ヶ条

・・Ｓ今 日 か ら 実 行 し た い １２ の 生 活 習 慣 ・・・・

がん発病のうち６０％は、タバコや酒などの嗜好品、食生活と密接な関係があ

るという指摘があります。

次の１２ヶ条は、がんからからだを守るうえで最も基本的な生活習慣なので、

ぜひ実行して下さい。

１

栄
養

１

曦

細

Ｉ

腹
八
分
目

４

飲
酒

５

タ
バ
コ

６

ビ
タ
ミ
ン

！

塩
分

８

焦
げ

９

カ
ビ

幃
日
！

１１

過
労

睦

清
潔

がんの原因

９月の保健事業

２日南 三種混合予防接種

第一期対象者

昭和５９年９月～６０年８月生

第二期対象者

昭和５８年９月～５９年８月生

１８日面 三才児精検

２４日休） 乳児相談

（
４ヶ月・６２年５月生

７ヶ月・６２年２月生

一才半・二才児検診

（ 一才半・
６１年１月～３月生

二才・６０年７月～９月生

２５日面 妊婦検診

脱きゅう検診

（大間病院 午後１時

３ヶ月・４ヶ月児）

２９日㈹ 食生活改善推進員養

成教育講座

（開講式）



急

増

し

て

い

る

肺

が

ん

の

死

亡

率

が
ん
は
昭
和
五
十
六
年
以
来
、

日
本
の
「
病
気
に
よ
る
死
亡
原
因
」

の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
中
で
死
亡
率
が

最
も
高
い
の
は
胃
が
ん
で
、
そ
の

次
が
肺
が
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
教
年
、
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い

ま
す
。
肺
が
ん
の
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
喫
煙

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
報

告

が

あ
り

、

い
ま

改

め

て

た

ば
こ

が

問
題

に

な

っ

て

い
ま

す

。
た

ば

こ

と
肺

が

ん

の
関

係

は

、

喫
煙

量

が
多

い
ほ

ど

、
ま

た

、

喫

煙

開
始

年
齢

が
若

い

ほ

ど
、

が
ん

の

発
生

率

が
高

ま

る

と
い
わ
れ
て
い
ま

す

。

例
え

ば

、

た

ば
こ

を

吸

う

大

が

肺

が
ん

で

死

亡
す

る
確

率

は

、
吸

わ
な

い
人

の

四

・
一

倍

に

な

る
と

い
う

デ

ー

タ

が
で

て

い
ま

す

。
ま

た
、

一

日

五

十
本

以

上

吸

う

大
は

そ

の
確

率

が

八
・
六

倍

に
上

が
り

、

そ
れ

以

上
吸

う

大
は

さ

ら

に
死

亡

率
が
高
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

●非喫煙者と比較した喫煙者の死亡率

さ

ま

ざ

ま

な

が

ん

に

影

響

を

及

ぼ

す

喫

煙

図
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
喫
煙

は
肺
が
ん
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
が
ん
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

が
ん
の
発
生
原
因
が
十
分
明
ら

か
で
な
く
、
完
全
と
い
え
る
治
療

方
法
が
な
い
現
在
、
喫
煙
の
習
慣

を
改
め
る
こ
と
は
重
要
な
予
防
方

法
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
・
早
期
治
療
は
、
最
も
有
効

な
予
防
方
法
の
一
つ
で
す
の
で
、

積
極
的
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

新

し

く

、

か

わ

っ

た

健

康

手

帳

８
月
で
新
し
い
健
康
手
帳
が
４０

才
以
上
の
方
全
員
に
渡
り
ま
す
。

「
健
康
手
帳
」
は
、
健
康
と
病
気

の
状
態
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
記

録
し
て
、
か
ら
だ
の
状
態
が
す
ぐ

わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
７０
才
以
上
の
大
と
６５
才

以
上
で
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
人

の
場
合
に
は
、
老
人
保
健
法
に
よ

る
医
療
を
受
け
る
資
格
か
お
る
か

ど
う
か
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

保
険
証
の
ほ
か
に
、
老
人
医
療
費

受
給
煮
証
が
入
っ
て
い
る
健
康
手

帳
を
持
っ
て
行
き
ま
す
。

健
康
手
帳
に
は
次
の
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

イ
各
種
健
康
診
査
の
記
録

○
基
本
健
康
診
査
（
従
来
の
成

人
病
検
診
の
記
録

○
胃
が
ん
検
診
の
記
録

○
直
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
反

応
検
査
）
の
記
録

○
子
宮
が
ん
・
子
宮
体
が
ん
検

診
の
記
録

〇
肺
が
ん
検
診
の
記
録

○
結
核
検
診
の
記
録

○
歯
科
検
診
の
記
録

口
健
康
の
記
録

○
健
康
教
育
や
健
康
相
談
を
受

け
た
と
き

○
機
能
訓
練
や
訪
問
指
導
を
受

け
た
と
き

○
血
圧
や
体
重
を
測
っ
た
と
き

○
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

そ
の
ほ
か
健
康
に
っ
い
て
気
が

っ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
は

自
分
で
気
軽
に
メ
モ
を
残
し
ま
し

（

成
人
病
の
予
防
や
健
康
な
生

活
を
お
く
る
た
め
の
知
識

〇
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
法

○
豊
か
な
老
後
を
生
き
る
健
康

作
戦

○
ね
た
き
り
に
し
な
い
看
護
の

ポ
イ
ン
ト

○
佐
井
村
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

っ
い
て

○
健
康
体
操
、
親
子
の
運
動

○
医
療
は
じ
ょ
う
ず
に
か
か
る

以
上
健
康
に
関
す
る
豆
知
識
が

載
っ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

健
康
手
帳
に
は
健
康
診
査
の
結

果
や
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時

の
記
録
が
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
診
察
の
時
に
お
医
者
さ
ん
に

見
せ
れ
ば
、
病
気
の
治
療
に
非
常

に
役
立
ち
ま
す
。

じ
ょ
う
ず
に
活
用
し
て
下
さ
い
。



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

交
通
安
舍

丗
の
会
青
森
県
大
会
に
参
加
し
て

犬
佐
井

坪

谷

和

子

七
月
十
五
日
、
青
森
市
の
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
交
通
安
全
母

の
会
青
森
県
大
会
は
、
県
内
か
ら

二
千
名
も
の
母
親
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

県
交
母
連
合
会
の
間
宮
会
長
、

北
村
知
事
、
県
警
本
部
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
弘
前
市
の
石
岡
そ

の
子
さ
ん
の
意
見
発
表
、
続
い
て

佐
井
村
か
ら
山
崎
ア
イ
子
前
会
長

が
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

八
年
間
に
わ
た
り
、
佐
井
村
の

た
め
に
交
通
事
故
防
止
活
動
に
努

力
さ
れ
た
中
で
、
私
た
ち
母
親
に

可
愛
い
い
子
ど
も
や
、
尊
い
老
人

の
命
を
、
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら

守
っ
て
い
く
真
心
を
育
て
な
が
ら

こ
の
佐
井
村
に
生
き
て
い
く
幸
せ

や
喜
び
を
、
手
に
耿
る
よ
う
に
教

え
ま
た
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
お
か
げ
て
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
の
会
員
と
し
て
、
い
つ

ど
こ
の
場
所
や
会
場
に
出
席
し
て

も
、
楽
し
く
さ
わ
や
か
な
気
分
で

勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
実
践
発
表
の
成
功
を
心

か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
を
築

き
あ
げ
た
あ
た
た
か
い
灯
を
、
永

遠
に
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

▼実践発表する山崎アイ子さん

第
八

回
交
通

安
全
母

の
会

青
森

県
大
会

実

践
発
表

「
私

た
ち

の
事
故

防
止

活
動

」

山
崎
ア
イ
子

私
た
ち
の
佐
井
村
は
、
下
北
半

島
本
州
鏝
北
端
の
秘
境
の
地
、
大

間
町
の
岬
か
ら
南
へ
少
し
伸
び
た

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
、
と
て
も
住
み

良
い
村
で
す
。

今
、
下
北
開
発
基
本
構
想
の
中

に
計
画
さ
れ
た
、
地
域
の
発
展
を

大
き
く
支
え
る
総
合
交
通
整
備
が

少
し
づ
つ
進
ん
で
お
り
、
村
の
活

性
化
を
図
る
事
業
、「
ラ
ブ
リ
ー
さ

い
」
販
売
事
業
も
行
わ
れ
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
や
山
の

大
自
然
に
恵
ま
れ
て
、
神
の
わ
ざ

と
も
歌
わ
れ
て
い
る
観
光
地
「
仏

ヶ
浦
」
は
、
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
て
か
ら
十
九
年
に
な
り
ま
す
。

津
軽
海
峡
の
海
原
を
眺
め
な
が

ら
国
道
三
三
八
号
線
を
走
っ
て
く

る
車
の
数
は
、
観
光
バ
ス
や
マ
イ

カ
ー
を
合
せ
て
一
万
六
千
台
に
も

の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
六

月
、
青
森
＝
佐
井
間
を
二
時
間
十

分
で
結
石
高
速
旅
客
船
。
ほ
く
と
”

が
就
航
し
、
観
光
客
の
誘
致
に
力

を
入
れ
、
活
気
を
見
せ
て
い
ま
す
。

観
光
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
い
っ
も

言
わ
れ
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
下

北
で
も
、
特
に
佐
井
村
は
道
路
が

狭
ま
く
、
カ
ー
ブ
や
交
差
点
が
多

く
て
、
本
当
に
気
を
つ
か
い
ま
す

な
あ
。」
が
そ
れ
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
私
た
ち
の
事
故
防
止
活
動
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
観
光

客
に
少
し
で
も
役
立
と
う
と
始
め

た
の
が
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
の

「
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
作
戦
」
で

す
。
時
期
的
に
も
っ
と
も
多
く
事

故
が
発
生
す
る
七
月
か
ら
八
月
に

行
い
ま
す
。
村
と
の
共
催
で
、
各

関
係
団
体
、
学
校
も
協
力
し
匸

咼

校
生
も
大
勢
か
け
つ
け
て
応
援
し

ま
す
。
お
か
げ
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
も
高
ま
り
、
毎
年
手

紙
な
ど
も
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
、
大

間
警
察
署
の
協
力
に
よ
り
、
高
校

生
男
女
の
一
日
警
察
官
も
登
場
し
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
し
え
て
の
安
全
運

動
に
、
観
光
客
も
疲
れ
を
い
や
し

な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
気
分
で
安

全
運
転
を
約
束
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
気

に
な
る
の
は
、
老
人
と
子
ど
も
の

飛
び
出
し
事
故
で
す
。
そ
こ
で
、

雪
解
け
を
待
っ
て
、
全
村
一
斉
に

行
っ
て
い
る
の
が
、
飛
び
出
し
防

止
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
作
業
で
す
。

こ
の
作
業
に
も
、
幼
児
か
ら
小

学
生
ま
で
、
大
喜
こ
び
で
参
加
し

て
く
れ
ま
す
。
母
の
会
の
役
員
一

人
を
含
め
、
六
人
づ
っ
の
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
、
黄
色
の
水
性
ペ
ン
キ

で
マ
ー
ク
を
つ
け
る
大
、
各
家
庭

に
あ
い
さ
っ
す
る
大
と
交
替
で
作

今
月
の
標
語

新

岡

利

恵

安
全
は一

人
一
人
の心

か
ら



母
の
会
一
同
心
を
新
た
に
し
た
大

会
で
し
た
。大

佐
井

宮
野
寿
美
子

七
月
十
五
日
、
青
森
市
で
、
第

八
回
交
通
安
全
母
の
会
青
森
県
大

会
が
、
約
二
千
名
の
会
員
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
母
連
の
間
宮
会
長
は
、
本
大

会
の
テ
ー
マ

ヱ
父
通
安
全
は
ま
ず

我
が
家
か
ら
”
に
っ
い
て
、
「
人

は
み
な
家
庭
の
中
で
成
長
し
、
人

格
形
成
が
な
さ
れ
る
家
庭
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
、
幼
児
か
ら
の
一

貫
し
た
し
つ
け
の
継
続
、
生
み
育

て
た
命
を
守
る
と
い
う
強
い
信
念
、

交
通
安
全
は
ま
ず
家
庭
か
ら
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
自

覚
を
も
っ
て
匸

父
通
安
全
運
動
を

進
め
て
い
こ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
弘
前
市
の
会
員
の
意

見
発
表
が
あ
り
、
自
転
車
で
急
に

飛
び
出
し
、
あ
わ
や
衝
突
の
と
こ

ろ
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
去
っ
た
子
ど

も
を
追
い
か
け
て
現
場
に
連
れ
戻

し
、
厳
し
く
叱
っ
た
お
母
さ
ん
を

見
て
衝
撃
を
受
け
た
。
私
た
ち
も

他
人
の
子
ど
も
を
九

思
い
切
っ

て
叱
れ
る
勇
気
と
愛
情
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
井
村
か
ら
山
崎
前

会
長
の
実
践
発
表
。
八
年
前
の
結

成
当
時
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
母

親
た
ち
が
、
間
宮
会
長
を
け
じ
め

村
当
局
、
大
間
警
察
署
の
指
導
、

協
力
を
頂
き
な
が
ら
学
習
し
、
実

践
し
て
き
た
活
動
の
数
々
。
親
子

そ
ろ
っ
て
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の

塗
付
作
業
、
新
入
学
児
童
に
対
す

る
登
下
校
時
の
安
全
歩
行
指
導
、

各
地
区
巡
回
の
交
通
安
全
映
写
会

の
開
催
と
、
家
庭
へ
入
竺

父
通
安

全
家
族
会
議
の
推
進
な
ど
を
紹
介

し
、
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

山
崎
前
会
長
が
敷
い
た
レ
ー
ル

を
踏
み
は
ず
さ
な
い
よ
う
、
さ
ら

三

回
進
さ
せ
る
よ
う
頑
張
ら
な
く

て
は
と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
我
が
身
と
我
が
家
の
安

全
と
幸
福
の
た
め
に
。

▼夏の交通安全パレード

業
は
進
み
ま
す
。
い
っ
も
な
が
ら

危
険
な
道
路
で
の
作
業
に
、
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
の
管
理
に
十
分
気

を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
自
ら
が
喜
ん
で
参
加
し
、
ス
ト

ッ
プ
マ
ー
ク
に
感
心
を
寄
せ
て
、

飛
び
出
し
の
危
険
さ
と
、
命
の
大

切
さ
を
、
心
と
体
で
習
慣
づ
け
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
続
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
十
日
、
二
十
日
、

三
十
日
を
交
通
安
全
の
目
と
し
て
、

母
と
子
で
全
村
に
呼
び
か
け
ま
す
。

こ
の
ね
ら
い
は
、
役
員
の
積
極
性

を
呼
ぶ
大
き
な
成
果
と
な
り
、
親

子
で
共
通
の
話
題
が
生
れ
る
事
で

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
だ
ち
か
ら

標
語
を
募
集
し
、
学
校
へ
安
全
教

育
に
出
か
け
ま
す
。
家
庭
の
事
情

か
ら
活
動
に
参
加
で
き
な
い
家
庭

に
は
、
交
通
安
全
家
族
会
議
の
推

進
と
し
て
訪
問
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
私
た
ち
の
活
動
に

も
、
大
き
な
悩
み
や
問
題
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
三
十
キ
ロ
の
範

囲
に
点
在
す
る
八
集
落
に
手
が
届

か
ず
、
安
全
意
識
の
低
下
が
目
立

っ
て
、
若
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
事
故
。
子
ど
も
の
自
転

車
事
故
。
飲
酒
運
転
な
ど
に
途
方

に
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
や
こ
れ
や
と
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
た
結
果
、
映
写
技
師
の
免

許
に
挑
戦
。
今
で
は
七
人
も
の
技

師
が
生
ま
れ
、
各
地
区
で
交
通
安

全
映
写
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
は
、
県
の
交

通
安
全
対
策
室
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
事

故
防
止
活
動
に
は
必
ず
と
言
っ
て

も
良
い
ほ
ど
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
し

ぐ
さ
を
見
る
た
び
、
交
通
安
全
母

の
会
の
結
成
を
願
い
、
そ
の
必
要

性
を
強
調
し
て
く
れ
た
関
係
者
の

方
に
会
員
一
同
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
展
望
を
申
し
の

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
や
は

り
、
一
軒
で
も
多
く
の
家
庭
を
訪

問
し
て
、
家
族
会
議
の
推
進
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
私
た
ち
母
の
声

は
天
の
声
と
も
言
わ
れ
、
母
の
会

の
愛
の
一
声
は
何
物
に
も
勝
る
と

心
か
ら
信
じ
て
、
誇
り
を
持
っ
て

事
故
防
止
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
日
頃
の
生
活
の
中
で

子
ど
も
を
正
し
く
育
て
る
父
母
の

立
場
か
ら
、
今
す
ぐ
に
で
も
考
え

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
交
通
言
フ
ル
を

忘
れ
、
相
手
の
立
場
に
目
も
く
れ

ず
、
ル
ー
ル
の
無
視
、
乱
暴
な
運

転
。
当
然
の
交
通
違
反
と
し
て
警

察
か
ら
反
省
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
い

た
だ
い
た
際
に
、
帰
宅
し
た
家
庭

の
中
で
少
し
も
反
省
す
る
事
な
く

仲
間
や
子
ど
も
た
ち
の
前
で
、
自

分
を
正
当
化
し
よ
う
と
平
然
と
語

る
よ
う
な
親
の
姿
勢
に
は
、
決
し

て
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
な
け

れ
ば
、
ま
も
な
く
車
社
会
に
巣
立

っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
、
自
分
の
命
さ
え
も
守
っ

て
い
け
な
い
、
心
の
弱
い
子
ど
も

や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

も
し
も
匸

父
通
安
全
母
の
会
の

活
動
を
安
易
に
考
え
、
忘
れ
か
け

た
と
き
は
、
母
と
し
て
尊
い
命
を

生
ん
だ
時
、
こ
の
子
の
た
め
な
ら

ど
ん
な
事
で
も
し
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
た
あ
の
感
動
を
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。
事
故
防
止
活
動
に
も

自
然
と
勇
気
も
力
も
湧
い
て
き
ま

す
。今

後
と
も
佐
井
村
交
通
安
全
母

の
会
に
、
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



交

通

安

全

教

室

に

参

加

し

て

福
浦
中
二
年

建

川

勉

五
月

十

五

日

に

、

大
間

署

と

佐

井
駐

在

所

の

お

ま

わ

り
さ

ん

と

、

交

通

安
全

母

の

会

の

人
達

を

招

い

て

、

交

通
安

全

教

室

を
開

い
た

。

二

校
時

終

了

後

ド
ラ

イ

ブ

イ

ン

前

の

広

場
で

大

間

署

の
交

通

係

長

さ

ん

が

、
交

通
事

故

の
現

状

や

正

し

い

交

通

ル
ー

ル

に

っ

い

て
詳

し

く

説

明

し

て
く

れ

た

。

そ

の
中

で

驚

い
た

こ

と
に

は

、

全

国

で

毎
日

三

十

人

前

後

の
犠

牲

者

が

出

て

い

て
、

そ

の

三
分

の
一

が
子

ど

も
と

お
年

寄

り

だ
と

い
う

こ

と

で

あ

っ
た

。

下

北

で

も
今

年

に

入

っ

て
五

人

の

犠

牲

者

が
出

て

い
る

な

ど
、

実

例

を

あ

げ

て
具

体

的

に

話

し

て
く

れ

た

。

そ

の

後

「
車

は

急

に

止
ま

れ

な

い
。
」
と

い
う

こ
と

を

路
上

で

パ
ト

カ
ー

を

使

っ

て
実

験

し
て
く
れ
た

。

４０

キ

ロ
の

ス

ピ
ー

ド
で

走

っ

て
き

て
、

ぼ

く
た

ち

の
前

に

き
た

時

、

急

ブ

レ

ー

キ

が

か
か

っ
た

。

「
キ

ー
・：
」

と

い
う

も

の
す

ご

い

音

を

た

て
、

十

数

メ

ー
ト

ル

も
滑

っ
て

か

ら
や

っ
と

止

ま

っ
た

。

あ

の
ブ
レ
ー
キ
の
音
を
聞
い
た
時
は
、

体
が
「
ビ
ク
ッ
」
と
動
く
程
に
驚

い
た
。
も
し
も
こ
れ
が
本
当
に
人

を
ひ
き
そ
う
に
な
っ
て
プ
レ
ーー
キ

を
か
け
た
の
だ
っ
た
ら
、
間
違
い

な
く
ひ
か
れ
て
い
た
と
思
う
。
こ

の
実
験
で
、
本
当
に
「
車
は
急
に

止
ま
れ
な
い
ん
だ
」
と
つ
く
づ
く

思
い
知
ら
さ
れ
た
。

次
に
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
福
浦
で
は
最
近
、

工
事
の
ダ
ン
プ
カ
ー
や
観
光
客
の

車
が
た
く
さ
ん
走
っ
て
い
て
、
へ

き
地
と
い
っ
て
も
油
断
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ

ま
で
道
路
の
わ
た
り
方
に
っ
い
て

は
、
あ
ま
り
気
を
つ
け
て
い
な
か

っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
横
断
歩
道

を
渡
る
練
習
は
真
剣
で
あ
っ
た
。

お
ま
わ
り
さ
ん
が
特
に
注
意
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
、
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
車
の
陰
か

ら
の
横
断
は
し
な
い
こ
と
。
小
さ

い
子
ど
も
は
向
こ
う
か
ら
走
っ
て

く
る
車
か
ら
は
見
え
な
い
の
で
、

と
て
も
危
な
い
か
ら
だ
そ
う
だ
。

そ
れ
に
、
た
と
え
ど
ん
な
時
で
も

「
車
は
来
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
な

く
、
来
る
か
も
し
れ
な
い
ご
と
い

う
心
構
え
で
、
左
右
の
安
全
を
常

に
確
認
し
な
が
ら
渡
る
よ
う
に
、

と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
み
ん
な
が

そ
れ
を
し
っ
か
り
守
れ
ば
、
事
故

に
あ
う
人
が
だ
い
ぶ
少
な
く
な
る

な
あ
と
思
っ
た
。

路
上
で
の
指
導
を
う
け
た
後
、

地
区
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て
、
母

の
会
の
人
た
ち
が
人
形
劇
を
見
せ

て
く
れ
た
。
手
造
り
の
か
わ
い
い

人
形
を
使
い
、
み
ん
な
に
分
か
る

よ
う
に
「
道
路
で
遊
ぶ
と
危
険
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
い
け

な
い
よ
。」
と
い
う
内
容
の
劇
だ
っ

た
。
中
二
の
自
分
も
な
か
な
か
楽

し
か
っ
た
け
ど
、
何
と
い
っ
て
も

小
学
校
に
は
大
好
評
だ
っ
た
。
み

ん
な
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
う
と

す
る
”

母
の
会
”
の
人
達
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

次
は
交
通
事
故
の
映
画
を
見
た
。

交
通
事
故
の
後
遺
症
か
ら
体
の

自
由
が
効
か
な
く
な
り
、
リ
（

ビ

リ
を
受
け
て
い
る
女
の
子
が
画
面

い
っ
ぱ
い
に
映
し
だ
さ
れ
た
。
遊

び
ざ
か
り
の
小
さ
な
女
の
子
が
、

部
屋
の
中
で
や
っ
と
の
こ
と
で
歩

用
心
深
さ
か
身
を
守
る

パイプの事故万一番多いのが、交差点での

出合いがしうの事故です。事故原因のぼとん

とは、見通しの悪い交差点でパイプ万一白寺停

止や徐行などを廿ず二飛び出してしようこと

で可‾。

住宅街などのよう巳道蝠の同じような道路

が交差する場所で、見通しのきかないところ

は、とくに卮険区域となっています。こ のよ

うな所二は「止ま机」や冂余行」の標識が立てて

あり 、ライダーに注意をうながしています。

ライダーの皆さん、見通しの悪い交差点で

は標識がなく て七徐行したり 、一時停止をし

て安全を確かめる用心深さを、ぜひ身につけ

てください。それが、あなたを事故から守る

二と 二つながるから です。



い
て
い
る
様
子
は
、
と
て
も
惨
め

で
可
愛
想
で
、
見
て
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
あ
の
子
の
将
来
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
一
瞬
の

う
ち
に
人
生
を
変
え
た
交
通
事
故

の
恐
し
さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

っ
け
ら
れ
た
。

次
は
印
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー

ド
で
走
っ
て
き
た
車
が
、
急
に
飛

び
出
し
て
き
た
人
を
、
あ
っ
と
い

う
間
に
ひ
い
て
し
ま
っ
た
場
面
が

写
し
出
さ
れ
、
び
っ
く
り
し
て
胸

が
ド
キ
ド
キ
し
た
。
は
ね
ら
れ
た

人
は
、
上
半
身
が
ぶ
っ
飛
び
、
確

実
に
死
ん
だ
よ
う
だ
っ
た
。
で
も

ダ
ミ
ー
人
形
だ
っ
た
と
知
っ
て
安

心
し
た
が
、
も
し
本
当
の
人
間
た

っ
た
ら
と
思
う
と
、
今
で
も
目
の

中
に
迫
っ
て
き
て
恐
し
く
な
り
ま

す
。次

に
、
事
故
に
あ
っ
て
救
急
車

で
運
ば
れ
て
い
く
何
人
か
の
人
の

顔
や
服
に
血
が
ド
ロ
ッ
と
付
い
て

い
る
の
が
写
し
出
さ
れ
た
が
、
気

味
悪
く
、
と
て
も
見
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
亡
く
な
っ
た
大
も
い
た
そ

う
だ
が
、
な
ぜ
そ
の
大
た
ち
が
事

故
に
あ
っ
た
か
を
イ
ラ
ス
ト
ーで
説

明
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
物
は
、
車

の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
や
、
自
転

車
で
狭
い
道
か
ら
の
飛
び
出
し
な

ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

車
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
か
、
楽
に

間
に
合
う
だ
ろ
う
。
な
ど
と
自
分

勝
手
な
判
断
を
し
て
事
故
に
あ
っ

た
ら
し
い
。
自
分
も
そ
う
い
う
傾

向
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、

事
故
に
あ
っ
た
人
達
の
よ
う
な
惨

め
な
姿
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

気
を
つ
け
た
い
。

今
年
の
交
通
安
全
教
室
は
、
有

意
義
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
匸

父
通
安
全
教
室
で

学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
み

ん
な
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
一

人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

頭部はライダーの弱点

だからヘルメット
フ
ィ
ッ
ト

感

が

大

事

で

す

●
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
選
び
方

ラ
イ
ダ
ー
の
み
な
さ
ん
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
買
う
と
き
は
何
を
基
準

に
選
び
ま
す
か
。
も
し
、
デ
ザ
イ

ン
の
か
っ
こ
良
さ
だ
け
で
買
っ
て

い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
正
し
い

選
び
方
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
次
の

よ
う
な
点
に
注
意
し
て
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
ま

ず
Ｓ
マ
ー
ク
か
亅
－

Ｓ
マ
ー
ク
の

っ
い
た
物
で
、
頭
に
ぴ
っ
た
り
フ

イ
ッ
ト
す
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
試
着
し

て
み
る
の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

▼
次
に
、
か
ぶ
っ
て
ア
ゴ
ひ
も

を
締
め
た

と
き
、
頭
を
振

っ
て

グ

ラ
つ
く

も
の
も
さ
け
た

い
も
の
で

す
。
走
行
中

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
す

れ
た
り
し
て

視
界

が
狭
く

な
り
、

運
転
に
支
障

を
き
た
し
ま

す
。
こ

の
よ
う
な

ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
転

倒
し

た
と
き
に
脱

げ
や
す
く
、
死

亡
事

故

に
つ
な

が
る
危
険

性
も
高

い
と

い
え
ま
す
。

頭
に
合
っ

た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
選

ぶ
こ
と
は
、
事
故

の
と
き

に
頭

を

守
る
だ
け
で

な
く
、
安
全

に
走
行

す
る
た
め

の
条
件

の
ひ
と
つ
で

あ

る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
。

お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋

で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

八
月
十
四
日
、
恒
例
と
な
っ
た

季
節
労
務
者
懇
談
会
が
振
興
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
稼
者
の
雇
用
は
、
求
人
の
減

少
、
求
人
条
件
の
低
下
、
円
高
、

デ
フ
レ
と
就
労
確
保
が
心
配
さ
れ

て
い
る
の
に
加
え
、
特
例
一
時
金

制
度
が
改
正
さ
れ
る
見
込
み
と
な

り
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
労
働
問
題
の

焦
点
と
な
っ
て
い
る
特
例
一
時
金

の
改
正
の
動
向
に
っ
い
て
、
む
つ

公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
係
長

の
ご
講
話
に
お
集
ま
り
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
は
耳
を
傾
け
、
熱
心
な
質

問
が
飛
び
交
い
盛
況
の
う
ち
終
了

し
ま
し
た
。

お
盆
が
済
む
と
す
ぐ
現
地
に
向

わ
れ
た
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

体
を
犬
切
に
、
事
故
に
は
充
分
気

を
つ
け
て
お
仕
事
頑
張
っ
て
下
さ

い
。



青函ト ンネル体験ウォーク

内 藤 要
世
界
に
誇
る
日
本
土
木
技
術
の

粋
を
結
集
し
て
、
四
分
の
一
世
紀

を
か
け
て
掘
り
続
け
、
つ
い
に
来

年
三
月
開
業
を
迎
え
る
青
函
ト
ン

ネ
ル
。
そ
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
大

正
十
二
年
青
函
ト
ビ
不
ル
建
設
構

想
が
発
表
さ
れ
、
戦
後
昭
和
二
十

一
年
に
地
質
調
査
が
開
始
に
な
り

さ
ら
に
昭
和
二
十
九
年
台
風
十
五

号
に
よ
る
、
洞
爺
丸
海
難
事
故
が

あ
り
、
世
界
の
海
難
事
故
史
上
最

大
二

五
五
人
の
死
者
行
方
不
明

者
を
出
し
た
こ
と
が
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
弾
み
を
つ
け
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

当
初
計
画
で
は
、
北
海
道
に
最

も
近
い
大
間
側
も
調
査
さ
れ
ま
し

た
が
、
那
須
火
山
帯
の
流
れ
の
中

に
入
っ
て
お
り
、
地
質
の
条
件
が

悪
い
の
と
、
ま
た
北
海
道
と
大
間

と
の
聞
の
津
軽
海
峡
に
は
、
深
く

て
大
き
な
窪
み
か
お
り
、
現
在
の

吉
岡
、
竜
飛
の
＝
Ｉ
ス
に
決
っ
た

そ
う
で
す
。

さ
て
、
す
で
に
レ
ー
ル
の
取
り

付
け
も
終
了
し
、
そ
の
青
函
ト
ン

ネ
ル
を
歩
い
て
通
り
抜
け
る
「
青

函
ト
ン
ネ
ル
開
通
記
念
体
験
ク
ォ

ー
ク
」
が
七
月
三
十
一
日
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
今
回
が
最
初
で

最
後
で
あ
り
、
来
年
青
森
市
と
函

館
市
で
開
催
さ
れ
る
青
函
博
覧
会

事
務
局
が
、
土
木
学
会
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
一
般
か
ら
官
製
（

ガ
キ

で
の
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

二

言

名
に
対
し
五
三
倍
と
い
う

非
常
に
厳
し
き
中
か
ら
選
ば
れ
た

時
は
、
ま
る
で
夢
ご
こ
ち
で
し
た
。

特
に
佐
井
村
か
ら
は
、
村
長
、
東

出
守
男
君
、
今
修
一
民
生
相
談
課

長
と
四
人
も
が
参
加
で
き
た
こ
と

は
県
内
で
も
非
常
に
稀
な
こ
と
で

す
。七

月
三
〇
日
、
青
森
市
の
ア
ス

パ
ム
に
午
後
二
時
集
合
し
、
青
函

連
絡
船
で
青
森
県
側
か
ら
コ
エ
Ｏ

人
が
函
館
に
向
い
ま
し
た
。

小
学
校
修
学
旅
行
以
来
十
七
年

ぶ
り
に
乗
っ
た
青
函
連
絡
船
八
甲

田
丸
は
、
昭
和
三
十
九
年
進
水
し
、

以
来
二
十
三
年
間
津
軽
海
峡
を
ひ

た
す
ら
走
り
続
け
、
私
た
ち
の
前

に
そ
の
勇
姿
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

黄
色
い
船
体
に
赤
サ

ビ
を
浮
か
べ

時
の
流
れ
と
は
い
え
、
来
年
春
の

廃
船
を
知
ら
な
い
か
の
よ
う
に
郷

愁
と
惜
別
の
念
を
乗
せ
て
気
持
ち

よ
く
走
り
ま
す
。

連
絡
船
の
中
で
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

私
は
十
三
班
。
班
の
顔
ぶ
れ
を
見

ま
す
と
、
年
齢
は
十
六
歳
か
ら
五

十
九
歳
ま
で
十
八
人
。
女
性
四
十

五
歳
が
一
人
だ
け
。
県
内
十
三
人

東
京
、
千
葉
、
静
岡
、
大
阪
、
宮

城
各
一
人
づ
っ
で
す
。
青
森
県
側

全
体
の
参
加
者
を
見
れ
ば
、
最
年

少
が
中
学
一
年
、
最
年
長
が
六
十

七
歳
。
遠
隔
地
で
は
香
川
県
坂
出

市
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
側
で
は
八
十
二
歳
が
最
年

長
で
す
。

そ
の
日
は
連
絡
船
の
中
で
夕
食

を
と
り
、
函
館
市
湯
ノ
川
温
泉
大

黒
屋
旅
館
に
宿
泊
し
ま
し
た
が
、

大
部
屋
に
グ
ル
ー
プ
の
男
性
十
七

人
が
び
っ
し
り
寝
る
こ
と
に
な
り
、

隣
の
人
と
の
敷
ぶ
と
ん
が
重
な
り

合
い
、
狭
苦
し
く
寝
苦
し
い
夜
を

す
ご
し
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
、
さ
あ
い
よ
い

よ
ト
ン
ネ
ル
ウ
ォ
ー
ク
の
日
で
す
。

午
前
四
時
起
床
、
函
館
駅
か
ら
約

二
時
間
か
け
て
福
島
町
吉
岡
に
着

き
ま
し
た
。
こ
こ
は
大
横
綱
千
代

ノ
富
士
の
出
身
地
で
す
。
九
時
か

ら
開
会
式
が
始
ま
り
、
函
館
市
長

福
島
町
長
の
祝
辞
、
地
元
小
学
校

の
郷
土
芸
能
と
続
き
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
の
中
、
鉄
建
公
団
の
人

た
ち
、
地
元
住
民
の
手
拍
子
の
中

一
班
か
ら
四
分
間
隔
で
入
坑
で
す
。

一
班
か
ら
九
班
ま
で
が
北
海
道
側

参
加
者
、
十
班
か
ら
十
五
班
ま
で

が
青
森
県
側
参
加
者
で
す
。
私
は

十
三
班
で
す
か
ら
だ
い
ぶ
入
坑
が

遅
れ
ま
し
た
。

注
意
事
項
の
中
で
入
坑
の
際
、

非
常
に
凰
が
強
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

ひ
も
は
き
ち
ん
と
結
ぶ
こ
と
。
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

ト
ン
ネ
ル
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

た
と
き
、
す
ご
い
強
風
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
気
に
千
二

百
段
の
階
段
を
お
り
ま
し
た
。
た

だ
下
り
と
は
い
え
、
お
り
だ
時
は

ま
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ

ど
足
が
ふ
ら
つ
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
湿
度
九
〇
％
、
温
度
十
八
度
、

悪
条
件
の
闘
い
の
中
で
二
十
三
キ

ロ
に
い
ど
み
ま
す
。

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
ま
っ
す
ぐ
、

と
に
か
く
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
ト
ン

ネ
ル
。
蛍
光
灯
が
十
メ
ー
ト
ル
に

一
本
の
間
隔
で
着
い
て
い
る
と
は

い
え
、
う
す
暗
く
、
景
色
も
な
に

も
な
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
。
一
時
間

四
キ
ロ
の
ペ
ー
ス
は
、
参
加
す
る

前
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
思



つ
て
い
た
が
、
以
外
に
速
く
驚
き
、

こ
れ
で
最
後
ま
で
歩
け
る
の
か
と

不
安
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
ペ
ー

ス
に
慣
れ
る
と
歩
け
る
も
の
で
、

ペ
ー
ス
が
落
ち
る
と
か
え
っ
て
調

子
が
悪
く
な
る
感
じ
で
し
た
。
二

十
三
キ
ロ
の
行
程
の
中
で
、
数
ヶ

所
の
簡
易
ト
イ
レ
が
設
け
て
あ
り

ま
す
が
、
男
性
は
ト
ン
ネ
ル
横
の

側
溝
に
立
ち
シ
ョ
ン
で
す
。
側
溝

に
は
海
水
が
流
れ
て
お
り
、
水
洗

ト
イ
レ
と
同
じ
で
す
。

す
ば
ら
し
い
技
術
と
は
い
え
、

吉
岡
側
と
三
厩
側
か
ら
掘
り
続
け
、

よ
く
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
も
の
だ
な

と
感
心
し
な
が
ら
歩
き
、
中
間
地

点
よ
り
や
や
手
前
の
海
底
下
最
深

部
分
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

で
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
本
坑
、

作
業
坑
、
先
進
導
坑
の
三
本
の
ト

ン
ネ
ル
が
あ
り
、
レ
ー
ル
を
敷
い

て
い
る
と
こ
ろ
は
本
坑
で
す
。
私

た
ち
が
歩
い
た
所
は
作
業
坑
で
、

中
間
地
点
二
大

ニ
キ
ロ
は
本
坑
も

歩
き
ま
し
た
。
中
間
地
点
で
は
す

で
に
北
海
道
、
青
森
の
青
函
交
流

セ
レ
モ
ニ
ー
も
終
っ
た
後
で
、
昼

食
の
お
に
ぎ
り
を
味
を
か
み
し
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
坑

で
は
竜
飛
側
よ
り
歩
い
て
き
た
土

木
学
会
の
参
加
者
の
方
々
と
出
逢

い
、
お
互
い
「
ご
苦
労
さ
ま
」「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け

あ
い
励
ま
し
あ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
中
間
地
点
ま
で
は
長
い

長
い
と
感
じ
て
い
た
距
離
も
、
こ

こ
を
過
ぎ
る
と
な
ぜ
か
短
か
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
と
ハ
キ
ロ

七
キ
ロ
、
六
キ
ロ
と
足
も
と
も
心

も
ち
ピ
ッ
チ
が
上
り
気
持
ち
も
高

ぶ
っ
て
き
ま
し
た
。
が
し
か
し
、

長
い
距
離
を
歩
い
て
き
た
せ
い
か

前
を
歩
い
て
い
た
班
に
は
落
伍
者

が
で
て
き
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
内

の
電
話
を
使
っ
て
班
長
が
医
療
班

の
応
援
を
求
め
る
悲
痛
な
声
が
聞

え
て
き
ま
す
。
落
伍
者
は
モ
ー
タ

ー
カ
ー
で
運
ば
れ
ま
す
。
棄
権
し

た
女
性
は
、
足
が
は
っ
て
歩
行
困

難
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
歩
い
て

行
く
と
中
学
一
年
の
少
年
が
吐
い

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
班
の
女
性

に
も
苦
痛
の
顔
色
が
う
か
が
え
ま

す
。
で
も
「
も
う
少
し
だ
」「
頑
張

れ
」
の
掛
け
声
で
、
よ
う
や
く
一

二
八
〇
段
の
階
段
の
下
ま
で
来
ま

し
た
。

最
後
の
難
関
、
で
も
こ
れ
を
か

け
上
が
れ
ば
外
界
へ
出
ら
れ
る
。

最
後
の
最
後
、
難
所
中
の
難
所
、

一
、二
八
〇
段
の
階
段
で
す
。
前
の

班
が
っ
か
え
て
い
る
の
で
、
上
る

前
に
休
憩
し
、
息
を
整
え
ま
す
。

軽
い
体
操
を
し
て
「
よ
し
行
く
ぞ
」

の
掛
け
声
と
共
に
出
発
で
す
。
一

歩
一
歩
階
段
を
力
強
く
踏
み
し
め

ま
す
。
男
の
人
に
か
か
え
ら
れ
、

我
が
班
た
だ
一
人
の
女
性
も
苦
し

そ
う
に
上
っ
て
い
き
ま
す
。
が
突

然
、
よ
た
よ
た
と
前
か
が
み
に
倒

れ
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
上
を

見
る
と
小
さ
な
丸
い
間
か
ら
白
い

光
が
さ
し
込
ん
で
い
ま
す
。
「
も

う
少
し
だ
」「
が
ん
ば
れ
」
と
声
を

か
け
、
足
を
さ
す
っ
て
や
り
、
ま

た
歩
き
だ
し
ま
し
た
。
延
々
七
時

間
余
り
の
ト
ン
ネ
ル
歩
行
も
最
後

の
方
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

途
中
、
途
中
に
係
の
人
が
着
い

て
お
り
、「
も
う
少
し
だ
よ
」
の
声

に
最
後
の
気
力
で
頑
張
り
ま
し
た
。

や
っ
と
着
い
た
と
た
ん
、
思
わ
ず

ガ
ッ
ツ
ポ
し
ス
が
出
て
、
皆
で
握

手
を
し
あ
い
ま
す
。

世
界
最
長
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
を

こ
の
足
で
歩
き
通
し
た
喜
び
に
、

み
ん
な
が
興
奮
し
、
津
軽
海
峡
を

初
め
て
歩
い
て
渡
っ
た
喜
び
に
は

人
生
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。三

厩
村
体
育
館
で
行
わ
れ
た
完

歩
証
授
与
式
に
は
、
谷
川
副
知
事

三
厩
村
長
、
函
館
市
助
役
の
祝
辞

参
加
者
最
年
長
八
十
二
歳
の
末
松

さ
ん
の
万
歳
三
唱
で
、
こ
の
ト
ン

ネ
ル
ウ
ォ
ー
ク
は
終
っ
た
。

完
歩
証
授
与
式
が
始
ま
る
前
に

頑
張
り
を
見
せ
た
我
が
班
の
女
性

に
、
最
後
の
苦
し
い
時
の
状
況
を

聞
い
て
み
た
が
、
一
瞬
目
の
前
が

暗
く
な
り
、
吐
き
気
が
し
、
そ
の

時
の
苦
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と

言
っ
て
い
た
。
体
育
館
で
い
た
だ

い
た
夕
食
は
の
ど
を
通
ら
ず
、
み

そ
汁
だ
け
を
す
す
っ
て
い
た
が
、

本
当
に
苦
し
い
、
自
分
と
の
戦
い

で
あ
っ
た
。

今
、
ト
ン
ネ
ル
ク
ォ
ー
ク
が
終

っ
て
一
週
間
が
た
つ
が
、
同
じ
十

三
班
で
あ
っ
た
倉
石
村
の
中
田
村

長
、
青
森
市
の
鶴
谷
市
議
会
議
員

か
ら
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た
し
、

道
で
会
う
人
も
「
ト
ン
ネ
ル
ど
う

だ
っ
た
」
と
聞
い
て
く
れ
る
。
私

に
は
す
ば
ら
し
い
貴
重
な
体
験
で

一
般
人
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い

た
全
国
四
六
三
人
の
中
に
入
れ
た

こ
と
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。

青函トンネＪレ開通記念博覧会

青森ＥＸＰＯ’ＢＢ
新たな交流と発展一北の飛躍をめざして

ＷＡＫＵＷＡＫＵ

みんなの祭りだ。

幸
運
を
手
に
す
る
な
ら
お
早
め
に

＝
青
函
博
前
売
券
・
好
評
発
売
中
＝

前
売
券
に
は
、
第
一
期
（
昭
和

６２
年
１２
月

３１
日
ま
で
）
、
第
二
期

（
昭
和
６３
年
６
月
３０
日
ま
で
）
と

も
、
海
外
旅
行
ご
招
待
な
ど
の
豪

華
景
品
が
つ
い
て
い
ま
す
。

幸
運
を
手
に
す
る
な
ら
お
早
め

に
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
発
売
場
所

役
場
・
農
協
・
漁

協
・
観
光
案
内
所

期
間
・
昭
和
６３
年
７
月
９
日
～
９
月
１８
日
（
７２
日
間
）

会
場
・
青
森
市
安
方
地
内
（
ア
ス
パ
ム
周
辺
）

主
催
・
青
森
県
・
青
森
市



交

通

事

故

に

あ

つ

た

ら

県

交

通

事

故

相

談

所

へ

突
然
、
交
通
事
故
に
あ
う
と
慌

て
て
し
ま
い
ま
す
。
損
害
賠
償
の

請
求
そ
の
他
に
っ
い
て
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
と
ま
ど
う
の
は
当
然

で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
一
日
で
も
早

く
、
県
の
交
通
事
故
相
談
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

県
の
交
通
事
故
相
談
は
、
中
立

公
正
な
立
場
か
ら
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
専
門
の

相
談
員
ま
た
は
、
弁
護
士
が
無
料

で
相
談
い
た
し
ま
す
。
電
話
で
の

相
談
も
受
け
つ
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
休
日
を
除
き
、
毎

日
開
い
て
い
ま
す
。

○
相
談
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

土
曜
日
は
正
午
ま
で

○
弁
護
士
相
談

毎
週
土
曜
日
午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で
。

○
県
交
通
事
故
相
談
所

青
森
市
新
町
二
丁
目
三
－

一

県
庁
別
館
一
階
（
県
警
内
）

登
○
一
七
七
（
二
二
）
一
一
一
一
㈹

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

の

通

信

講

座

で

学

習

を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
春
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
三
十
七
講
座
で
す
。

▽
申
込
み
受
付

昭
和
六
十
二
年
十
月
十
五
日
ま

で
▽
申
込
み
先
、
お
問
い
合
せ

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
〒
一
八
六

東
京
都
国
立

市
富
士
見
台
二
上
二
六

Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
八
Ｅ
六
十
一
係
に
、
講
座

名
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
（

ガ
キ
に
記
入
し
て

請
求
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
受

付
も
し
て
い
ま
す
。
電
話
番
号

は
○
四
二
五
一
七
ニ
ー三
一
五
一

で
す
。
案
内
書
は
無
料
で
す
。

第３４回

ＮＨＫ青年の主張コンクール

青森県大会出場者募集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
年
の
主
張
全
国
Ｊ
レ

グ
ー
ル
は
、
若
い
多
く
の
人
達
に

身
近
な
体
験
か
ら
感
じ
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と
を
意
見
に
し
て
発
表

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｏ
参
加
資
格

青
森
県
在
住
で
、
昭
和
三
十
七

年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十

七
年
四
月
一
目
ま
で
生
ま
れ
た

方
で
あ
れ
ば
、
国
籍
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

Ｏ

テ

ー

マ

（
特

に

な
し

自

由

）

家

庭

、

学
校

、

職

場
、

社

会

の

な

か

で

具
体

的

に

体

験
し

た

こ

と

を

基
に

感

じ

た

こ

と
、

考

え

た
こ
と
で

テ
ー
マ
は

自
由

で

す

。

Ｏ

青

森

県
大

会

日

時

場

所

昭

和

六

十
二

年

十

一
月

三

日

Ｎ
Ｈ

Ｋ

青

森

放

送

局

第

一

ス

タ
ジ

オ

Ｏ

応

募

方
法

自

分

の
主

張

を

五

分
以

内

に

発

表

で

き

る
よ

う

に

ま

と

め
る

。

（
４００

字

詰
原

稿

用

紙

四
枚

位

）

Ｏ

送

り

先

膕

青

森
市

松

原

二
丁

目

一
の

Ｉ

Ｎ
Ｈ

Ｋ

青

森

放

送

局

「
青
年

の
主

張

の

係

」

Ｏ

締

め

切

り

昭

和

六

十
二

年

十
月

十
五

日

事 業 主 の み な さ ん へ

ー むつ 公 共職業 安定 所－

Ｑ２２－１３３１

「求人の申込みは、電話・郵送

でもお受けします」

求人の申込みは、以前に求人

申込みいただいた事業所等につ

いては、電話・郵送でもお受け

しますので、気軽に申込みくだ

さい。

また、昭和６３年 ３月卒業者

（中卒、高卒、大卒等）対象求

人についても受付しております

ので、求人の予定がございまし

たら当所までご来所くださるか、

または電話でご連絡していただ

ければ、職員がお伺いいたしま

す。

き の こ 採 り の 遭 難 事 故 を な く そ う

県内の山々が紅葉しはじめると、い

よいよ、き のこ採 りのシーズンがやっ

てきます
Ｏ

事故のない、楽 しいきのこ採 りにす

るため、次の 「入 山心得＋ 章」をよく

守 りまし ょう。

１ 入山心得十章●・

１．天気予報をよく確かめる。

２．着替、簡易雨衣、マッチ、ライク

一のほか、食糧 は多めに持つ。

３．家族などに 山 のコース、帰宅時間、

同行者などを知 らせてお く。

４．地理 のわからない山には入らない 。

５．自分の体力 に合った行動をする。

６．団体 の時は、集合時 間、場所、コ

一スな どをよく打合せ 、必ず守るよ

引こする。

７．山に入るときは、笛 を用意し お互

い に呼び合って位置を連絡し合 う。

８．天候が悪くな りそうなときは、早

く切りあげる。

９．道に迷ったら無理せ ずにノ」ヽ枝を燃

やすな どして、救助隊に知 らせる方

法をとる。

１０．帰宅予定時刻を過ぎても帰らない

ときは、警察に知らせ る。



寄
稿

健

康

管

理

と

万

歩

計

佐
井
小
教
頭

沢

尻

正

一

だ

れ

の

言
葉

で

あ

っ

た

で
し

ょ

う

か

。

「
人

は

一
日

に
二

万

歩
”
を

歩

く

こ

と

が

必
要

で

あ

る

。
」
と
か

。

四

月

に
当

地

に

赴
任

し

、

職

場

に

も

、

そ
し

て

、

生

活
に

も
慣

れ

だ

し
た

こ
ろ

、

あ

る
事

実

か

ら

自

分

自
身

が
運

動

不

足
で

あ

る

こ

と

’に

気

づ
き

、

愕

然

と
し

ま

し

た

。

そ
う

い
え

ば

、

か
っ

て
学

担

と

し

て
、

ま

た

、

教
科

担

当

と

し

て

活
躍

し

て

い
た

先

生

方

と

、

今
般

お
会

い

し

た

と

き

の
第

一

印

象

も

「
福

々

し

く
な

ら

れ

た

な
あ

。」
と

い
う

こ

と
で

し

た

。

こ

ん

な

こ
と

が
ら

が

契
機

と

な

っ
て

「
一

念
発

起

」

ス

ポ

ー
ツ

店

か
ら
「
万
歩
計
」
を
買
い
求
め
、

一
日
一
万
歩
を
歩
く
こ
と
。
を
目

標
の
ひ
と
つ
に
し
だ
し
ま
し
た
。

右
腰
の
ベ
ル
ト
部
分
に
、
時
計

の
よ
う
な
万
歩
計
を
つ
け
て
い
る

姿
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
。

「
先
生
、
そ
れ
な
ん
な
の
」

と
さ
か
ん
に
興
味
を
示
し
ま
す
。

高
学
年
の
児
童
の
中
に
は
、
万
歩

計
の
機
能
を
理
解
し
て
い
る
子
ど

も
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
大
半
は

時
計
の
一
種
と
思
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

ち
な
み
に
、
一
日
一
万
歩
の
目

標
達
成
の
体
験
を
述
べ
て
み
ま
す

と
、
ま
ず
、
村
内
の
用
件
は
、
努

め
て
自
家
用
車
を
使
用
せ
ず
に
歩

く
こ
と
で
す
。
校
内
で
の
所
用
は
、

目
的
地
に
は
直
線
的
に
向
う
こ
と

な
く
、
二
階
、
三
階
を
迂
回
し
て

歩
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
放
課
後
を
利
用
し
、
子
ど
も

だ
ち
と
一
緒
に

Ｉ
、
二
時
間
は
汗

を
流
す
努
力
等
々
が
必
要
の
よ
う

で
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
を

ひ
と
つ
も
せ
ず
に
い
る
と
「
万
歩

計
」
の
針
は
三
千
～
五
千
止
ま
り

の
よ
う
で
す
。

「
健
康
は
、
人
間
が
自
分
に
贈
る

こ
と
の
で
き
る
、
最
高
の
贈
り
物

で
あ
る
。」

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
鈴
木
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
言
葉
だ
っ
た
と
思
い

事
す
。
一
日
一
万
歩
を
歩
く
こ
と

を
通
じ
、
自
己
の
健
康
管
理
に
努

め
、
笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
に
接
す

る
毎
日
で
あ
り
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。

夜 長

「

秋

の
夜

長
」
な

ど
と

言
う

と

お
り
、

夜

長
は

秋
の

季
語
で

す
。

春
は
日
永
（
ひ
な
が
）

夏
は
短
夜
（
た
ん
や
）

秋
は
夜
長
（
よ
な
が
）

冬
は
短
日
（
た
ん
じ
つ
）

と
い
う
季
語
が
よ
く
使

わ
れ
ま
す
。
で
も
、
こ
れ

を
見
て
お
か
し
い
と
思
う

方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
夏

は
夜
が
短
く
、
冬
は
日
が

短
い
こ
と
は
緬
か
で
、
は

っ
き
り
と
し
た
対
称
に
な

っ
て
い
る
の
は
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
春
と
秋
は

昼
と
夜
の
長
さ
が
だ
い
た

い
同
じ
で
、
一
概
に
ど
ち

ら
が
長
い
と
か
短
い
と
か
い
え
な

い
か
ら
で
す
。

第
二

夜
が
最
も
長
い
の
は
冬

至
で
、
十
二
月
の
二
十
二
日
ご
ろ

で
す
。
で
は
な
ぜ
、
秋
の
夜
長
か

と
い
う
と
、
秋
分
の
日
（
九
月
二
十

三
日
）
を
境
に
昼
夜
の
長
さ
が
逆

転
す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
比
べ

王

位
が
長
い
よ
う
に
感
じ
る
た
め

だ
ろ
う
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。
た

し
か
に
、
春
に
は
日
が
長

く
な
っ
た
な
と
感
じ
る
し
、

秋
に
は
日
暮
れ
が
早
く
な

っ
た
な
と
感
じ
る
も
の
で

す
。秋

の
夜
長
と
い
わ
れ
て
、

読
書
を
思
い
出
す
人
は
旧

人
類
か
も
…
…
。
新
人
類

と
い
わ
れ
る
人
は
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
に
親
し
む
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ

う

か
。

夏

の
暑

さ
が
去

っ
た

さ
わ

や

か

な

秋
の
夜

は
、
テ

レ

ビ
ゲ
ー

ム
や

読
書

に
熱

中
し
て

し
ま

い
、

つ
い

夜
ふ

か
し

を
し
が

ち
で

す
が
、

夏

バ
テ

の
回

復
の
た

め
に

も
睡

眠
は

十
分

に
と

り
ま
し

ょ
う

。

九

月
は
「

健
康
増

進
普
及

運
動
」

の
月
で

す
。

栄
養
、

運

動
と
共

に

休
養

も
大

切
で

す
。



９月１日は「防災の日」

いざというときのために

家族防災会議を

も
し
、
い
ま
地
震
が
起
き
た
ら

…
…
…
残
念
な
が
ら
現
在
の
科
学

で
は
、
地
震
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ふ
だ
ん
か
ら
地
震
に
対
す
る
心
の

準
備
を
し
て
お
け
ば
、
被
害
を
最

小
限
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。九

月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
家
族
み
ん

な
で
「
家
族
防
災
会
議
」
を
開
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
ざ
と

い
う
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
の
よ
う
に
行
動
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
家
族

防
災
会
議
で
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
話
し
合

っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▽
家
族
の
役
割
分
担

▼
火
の
始
末
と
初
期
消
火
の
方
法

に
っ
い
て

▼
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の

家
族
の
連
絡
先
と
連
絡
方
法

▼
避
難
場
所
と
避
難
路
の
確
認

▼
水
、
食
料
な
ど
の
備
蓄
と
非
常

持
出
品
の
準
備

▼
家
具
・
危
険
物
な
ど
の
点
検
整

備
▼
家
の
回
り
の
危
険
な
場
所
の
点

検

破

損

し

た

コ

ン

セ

ン

ト

や

ス

イ

ッ

チ

は

す

ぐ

修

理

を

カ
バ
ー
ガ
破
損
し
て
い
て
、
電
気
が
き
て
い
る
部
分
が
露
出
し
た

フ

ノ
セ
ン
ト
や
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
使
用
は
規
則
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

破
損
し
か
コ
ン
セ
ン
ト
ク
ス
イ
ッ
テ
を
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
お

り
ま
す
と
、
人
万

触
れ
匸
膃
電
し
た
り
、
シ
ョ
ー
ト
な
ど
の
事
故
を

起
し
ま
す
。

陂 損 し た 配 線 器 具 は

す ぐ 修 理 し ま し ょ う

鈿ｉ古・ｉＨｌｉ包４ｇカ１力心

満１歳になります

岡村 翔太ちゃん

一弘・淳子

（古佐井）

戸籍の窓口
８月１７日現在

○ お 誕生 お め で と う

竹内 康文（芳規）古佐井
渋谷麻衣子（勝宏）黒 岩

○ ご 結婚 お め で と う

（山本 明弘（牛 滝）
宮里 保子（名護市）

（内田 誠一（長 後）

三影 信子（大畑町）
（畑中 末春（むっ市）

新田かっえ（磯 谷）
（増田 博文（城南町）

奥本久美子（古佐井）
（千葉 義治（藤沢町）

宮田 智子（原 田）
（田中 和仁（青森市）

中村真樹子（古佐井）

○ おく やみ申しＪ二げ ます

渋田 増英（隆一）古佐井
藤田 ふみ（重良）原 田
大堀 清利（やゑ）古佐井
島野 よし（利勝）大佐井

太田喜代一（睦） 大佐井

７月３１日現在人口（前月比）

男 １，９６６ （－１）

女 １，９８１ （十４）

計 ３，９４７ （十３）

世帯数 １，１２８ （－１）
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